




































































































































危うし/危ぶむ 慌つ 怒る 憤る/
いきとお





いわく 浮かる 憂し/倦む うすくうつく うつく
疑う/疑わし うつく 愛し/愛しむ
敬う うらぐ 恨む/恨めし 麗し/麗しむ
えま
嬉し/嬉しむ 憂う うれたし 笑わし
おくまふ 勝る 惜し/惜しむ 恐る
怖づ 驚く/驚かし 怯ゆ おほほし
おむがし/おむがしむ 思う/思ほし/
かしこ かしこ
恩はゆ 面白し 恐し/恐む 畏まるから
悲し/悲しむ かぬ 辛し 嫌う 砕く
悔ゆ//悔し/悔しむ 狂う 苦し/苦しむこが
焦る 好む 恋う/恋し 乞う 懲る さぶ/
そね
寂し 沈む 慕う 偲ぶ 忍ぶ 嫉む
達し//達しぶ たけぶ/猛る たしなし/
たしなむ 楽し/楽しむ 耐ふ たゆたふ
慎む/憤まる ともし/ともしむ 慰む
I.-t'
欺く 懐く/懐かし 泥む 憎し/憎む
悩む/悩まし 倣う//願わし 妬し/は
妬む 望む/望まし 励む 愛し 耽る
はしきやし 恥づ/恥ずかし 誇る/ほ
誇ろふ 欲し//欲る/欲りす 惚る 惑う/
惑わう 見飽く 乱る おむがし//むつか
おむがしむ 余る 憤る めぐし/めぐむ
め
愛づ/珍し 燃ゆ 焼く やさし 安し/
休む/安らか 病む ゆゆし 喜ぶ/'喜ばしわ
俺ぶ/俺ぶる/俺びし 煩う 破る





飽足る うらぶる 思い絶ゆ 思いつく
思病む 思いやる 思い乱る 面無しかえり
顧みる かぐはし 聞き恋う 心痛し
心ぐし 心砕く 心苦し 心だらひ 心つく
心尽くす 心つごく 心和ぐ 心なしむ
心咽す 心燃ゆ 心焼く 心休む 心行く
こひた




うわなり妬み 片息 片恋 心空 心肺






うら安 羨む/羨まし 思い悲し 思い惑う
思い煩う 思い俺ぶ 息苦し 心腐る
心恋し 心さぶし 下焦がる 下どい
下泣き 物思う 物悲し 物恋し 下恋
(接尾辞系)
ありがほし 兄がほし 思いあう いらなし














あなづ あなづ あや いそが
呆る 仇む 侮る/侮らはし 怪む 忙し
浮かる 憂わし うららか うたて/
おぞ
うたてし 惜し 恐ろし 好まし 凄し
澄む ためらう 長閑 誇らし 迷う
もどかし ものし 休まる やまし汁
弱る気 情け 腹
3.2.2 複合語
慌ただし 後軽し 後ろめたし 後安し
恨み俺ぶ 恨み渡る うら珍し 怖じ恐る
思い上がる 思い乱る 思い弱る 面嫌い
傍ら痛し 傍ら苦し 傍ら寂し 聞き飽く
-3-
たが
口惜し 恋い覚め 恋い忍ぶ 心地違う
心地勝る 心地行く 心地よし 心急ぐ
心治む 心懸かる 心騒ぐ 心凄し 心付くとヒ と
心強し 心ときめき 心留まる 心留まる
心晴る 心引く 心細し 心許なし
心やむ/心やまし 住み憂し 住み俺ぶ
-せ
所狭し 欺き凝る 欺き俺ぶ 名残惜し
胸うち騒ぐ 胸苦し 胸痛し 胸潰る/
胸潰らはし 胸走る 腹立つ 伏し沈む
待ち遠 むくつけし 目覚まし
やるかたなし 片心 心地 心地空 中空
なまごころ
生心 胸心 物めで 夢心地 夢心
3.2.3 派生語
(接頭辞系)









なま妬し なま物憂し 物憂し 物恨み





むくつけなし ～がる ～たし ～にくし
～まほし
3.2.4 畳語
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3.3 中世の心情語垂の語構成
3.3.1 単純語
憧る 焦る 危ぶまし 浮かさる うっかり
おぞ おぞ
哲陶し うっとり 恨まし 悼む/停ましお
溺る 怖む 嫌わし 寛ぐ 悔やむ
狂おしい さっぱり 白く しょんぼり
せわ たぎ
忙し ぞっと 涼る とけしなし 妬まし
はにかむ びっくり 怯む 惚けるき
安らぐ 酔う 気
3.3.2 複合語
呆れ騒ぐ 呆れ迷う 忌み恐る 忌み嫌う
忌み慎む 忌み悼る 苛立つ/苛立たし
後ろ暗し 恐れ博る 驚き呆る 面嫌わし
思いすさむ 思い急く 思い晴る 面映ゆし
気懸かり 気障り 気遣う/気遣わし
きわ る
気詰まる/気詰まり 肝潰し 気悪 興ざむ
悔い悲しむ 口恐ろし 口恥ずかし 心惜し
心起こる 心配る 心静か 心長し 心寄せ
わろ
心悪し 好き好む 堪え忍ぶ 嘆き悲しむ
情け無し 腹立たし 人恐ろし 人嫌い
人恋し 待ち焦がる 待ち遠し 待ち長し
待ち久し 自覚む 目恥ずかし むか腹うてンつごころ
滅入る やるせなし 浮かれ心 現心
にくしん




相哀れむ 打ち込む 心惚る 小寂し
こそばゆし そら恥ずかし そら喜び
(接尾辞系)
呆れ切る 呆れ果つ ありがたい 忌み思う
いみじがる 恨み入る 恐れ入る
恐れがまし 思い込む 忙しなし
高ぶる ただめく むかつく 悪がる
3.3.4 畳語
白々/′/白々し/白け白け 苦々し 忌々はし

















諦める 明けしい うんざり 怒る
怖じける おっかない がっかり がっぽり
きつし きょうとい げんなり 困る
情げる 白む 焦れる しんどい 惰気る
好き 急く そそる 募る 照れる 煮える
逆上せる はっと 引ける びびる ほっとほど
解ける むしゃくしゃ むっと もがく
はらわた
やきもき やっかむ やんがん 沸く 腸
3.4.2 複合語
うぬほ
飽き無し 甘んずる 自惚れる うら安し
お じけ おぞけ
岡惚れる 岡焼きもち 怖気立つ 怖気立つ
お のほ
自惚れる 重くれる 肩身窄る 気重
気忙し 気味よし 気味悪い 気難し
気まずし おっかなびっくり 口寂し
こころぶる




胸悪し 待ち望む むか腹立つ 憂苦
お じけ お そけ きもせい
枝恨み 怖気 怖気 気の毒 肝精 急腹
業腹 心意気 心祝い 心配 中っ腹






小面憎し 小憎し 大嫌い 大好き
大喜び ちょっと惚れ 糠喜び
(接尾辞系)
あたがまし 呆気なし 呆れ入る 呆れ返る
いきり立つ 浮つく 恨みっこ 恭有り
感じ入る 煙ったし 焦れったし
辛気くさし 惰気返る そわつく 猛り立つ
どきつく 煮え返る 逆上せ上がる




飽き飽き うずうず おちおち うわうわ/
うわうわし おどおど かんかん 懲り懲り
くよくよ ぐらぐら しみじみ じりじり
しんみり ぞくぞく そわそわ どきどき


















かっと きっくり ぎょっと 凝る
すかっと すきっと すっと どきん
ひやり ぶっつん 参る 蜂る
3,5.2 複合語
思い断つ 思い泥む 気落ち 気重い
せわ
気乗り きまり悪い 心暖まる 心忙しい
心躍る 心丈夫 心待ち 殺気立つ 尻込み
末恐ろしい 戸惑う 人怖じ 人怖め






























































上代 うら 心 下 空 胸 片息 片恋
こころきも
うわなり妬み 心肺 心ど 心ばえ
心ばせけ
中古 気 情け 片心 心地 心地空 つれづ
なまごころ
れ 中空 生心 腹 胸心 夢心地
夢心
うウつごころ
中世 浮かれ心 現心 片恨み 気持ち
にくしん
肝魂 心持ち 憎心 花心き はらわた う き く お じけ お ぞ け
近世 気 腸 憂苦 枝恨み 怖気 怖気
きもせい
気の毒 肝精 急腹 業腹 心意気
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心祝い 心配 中っ腹 糠喜び 濡れ心

















































上代 いらなし うらぐはし 覚束なし
かぐはし 心ぐし 快し 清々しは
すかなし 愛し やさし ゆゆし























中古 うららか 心地空 爽やか つれづれ
中空 長閑
中世 気懸かり 気障り













中古 浮き浮き うらうら 怖ず怖ず
惚れ惚れ




ぞっと 晴々 びっくり むかむか












近現代 かっと きっくり ぎょっと げっそり
焦れ焦れ すかっと すきっと すっと
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